
高萩市市民憲章

『 1 自然をたいせつにし､美しいまちをつくりましょう

1 きまりを守り、明るいまちをつくりましょう

1礼儀を正しくし､う到乱,”るまつくりましょう

1 元気可動き､豊かなまちをつくりましょう

思いや"ある､ぁ腫腫がいま5をつくりましょう」
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学習の合間､野外昼食の味は､また格別

すぎな婦人会（石滝団地）では、親子22

人で市内の施設見学会を行いました。

高萩市に住んでいても、市内の公共施設

がどこにあるのか、どんな働きをしている

のか、知らないので……（見学会の目的）

i給食センター、衛生センター、浄水場な
漢〆 ．, ",

どをメモ帳片手で熱心に学習。 、万葉の道峨
鋳､＄， ､ ” 『、

を散策した気分は最高。高萩の良さをまた

一つ見つけました。夕食には、家族で話し

がはずむことでしょう。



〈
消
火
の
チ
ャ
ン
ス
〉

大
揺
れ
の
最
中
に
は
消
火
で
き
な
く

て
も
、
第
一
・
第
二
の
機
会
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
ず
、

火
を
出
さ
な
い
た
め
の
行
動
を
と
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

●
大
揺
れ
の
前
の
小
さ
な
上
下
動
（
初

期
微
動
）
を
感
じ
た
段
階
で
、
早
目
に

火
の
始
末
を
し
ま
す
。

●
火
災
は
、
そ
の
時
の
状
況
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
が
、
火
元
か
ら
周
囲
の

可
然
物
（
カ
ー
テ
ン
、
ふ
す
ま
な
ど
）

へ
さ
ら
に
壁
板
か
ら
天
井
へ
と
燃
え
移

過
去
の
例
を
見
て
も
、
大
き
な
地
震

の
と
き
は
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
火

災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
地

震
そ
の
も
の
に
よ
る
被
害
よ
り
も
火
災

に
よ
る
被
害
の
ほ
う
が
大
き
い
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

約
十
万
人
の
死
者
を
出
し
た
関
東
大

地
震
（
大
正
十
年
、
マ
グ
｜
｜
チ
ュ
ー
ド

七
・
九
）
も
、
火
災
が
発
生
し
な
か
っ

た
ら
、
あ
れ
ほ
ど
の
大
惨
事
に
な
ら
ず

に
済
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

地
震
が
起
こ
っ
た
ら
火
事
を
出
さ
な

い
よ
う
、
ま
た
、
火
事
に
な
っ
て
も
初

期
の
う
ち
に
消
し
止
め
る
こ
と
が
何
よ

り
も
大
切
で
す
。

地
震
で
怖
い

諄乏

一

る
ま
で
に
は
三

大
き
な
揺
れ
は

収
ま
り
、
そ
れ

な
い
の
で
、
あ

た
り
ま
す
。

●
石
油
ス
ト

出
火
後
二
分
程

程
度
で
消
火
で

か
っ
て
い
ま
す

に
消
し
ま
し
ょ

分
程

グ
ニ
フ
ヅ
ー
と
き
」

が
行
動
の
自
由

の
は
火

茨城県沖の地震一水戸気象台調べ

（7月21日から8月10日まで）

震源地略図

〈
火
は
元
か
ら
断
つ
〉

度
以
内
な
，

た
と
き
、
初
め
の
揺
れ

を
奪
う
ほ
ど
の
も
の
で

き
る
こ
と
が
実
験
で
分

の
で
、
あ
わ
て
ず
確
実

寺
７
。

ｌ
ブ
に
よ
る
火
災
は

～
五
分
か
か
り
ま
す
。

普
通
、
一
分
程
度
で

か
ら
消
し
て
も
遅
く
は

さ
ら
め
ず
に
消
火
に
当
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’地震の心得10か条
三

三

①まずわが身の安全を図れ

丈夫なテーブル、机などの下に身をかくして、 しばらく様子を見る。

②すばやく火の始末

過去の例から大地震で怖いのは火災。地震を感じたらすばやく火の始

末をする。

③火が出たらまず消火

万一出火した場合には、初期のうちに火を消すことが大切。大声で隣

近所に声をかけあい、皆で協力して消火に努める。

④あわてて戸外に飛び出すな

どんな大きな地震でも、大揺れは1分程度といわれている。あわてて

外に飛び出すと、落下物なと、により負傷するなと｡危険が多いので、周囲

の状況をよく確かめて落ち着いて行動する。

⑤狭い路地、へいぎわ、がけや川くりに近寄らない

狭い路地、へいぎわ、がけの上やがけ下、 うゞロックくいのそばなと・危

険な場所にいるときは急いで離れる。

⑥山崩れ、がけ崩れ、津波、浸水に注意

山ぎわや急傾斜地は、山崩れやがけ崩れがおこりやすい。海岸地帯で

は津波、低地では浸水の恐れがあるので、すばやく安全な場所に避難す

る。

⑦避難は徒歩で持ち物は最小限に

津波や大火災で避難を行うときは、消火、救急救護活動などの障害と

なるのて､自動車は絶対に使わず、必ず徒歩で避難する。

持ち物は最小限にとどめ、背負うなどして身軽に行動できるよう両手

をあける。

⑧正しい情報をつかみ、余震を恐れるな

市役所、消防署、警察署などの指示に従って行動する。

一般的には余震は本震より小さいといわれているが、余震には十分注

意し、沈着な行動をとる。

⑨秩序を守り、衛生に注意

身勝手な行動をとらず、秩序を守ろう。伝染病等の発生の恐れがある

ので衛生には十分注意する。

⑩協力しあって応急救護

たくさんの負傷者が出ると救急の手か回らないこともある。協力しあ

って、応急救護をしよう。急場にはおたかい助け合おう

二■

三
＝

な
い
と
き
は
、
火
の
始
末
を
先
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
い
き
な

り
激
し
く
揺
れ
る
と
き
は
、
テ
ー
ブ
ル

や
机
な
ど
丈
夫
な
家
具
の
下
に
身
を
寄

せ
て
、
し
ば
ら
く
様
子
を
見
ま
す
。

揺
れ
か
収
ま
っ
て
行
動
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
ら
、
ま
ず
、
大
声
で
「
火
を

消
せ
／
」
と
叫
ぶ
こ
と
。
自
分
自
身
を

冷
静
に
す
る
き
っ
か
け
に
な
る
ば
か
り

か
、
隣
近
所
へ
の
呼
び
か
け
に
も
な
り

ま
す
。使
用
中
の
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
器
具
は

元
栓
を
閉
め
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
は
コ
ッ

ク
を
閉
め
て
消
し
、
電
気
器
具
類
は
．

ー

大
き
な
地
震
が
発
生
す
れ
ば
、
公
共

施
設
も
被
害
を
受
け
、
二
九
番
を
ダ

イ
ヤ
ル
し
て
も
消
防
車
が
到
着
で
き
な

い
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
最
悪
の
場
合
を
想

定
し
た
自
己
防
衛
策
を
立
て
て
お
く
必

要
か
あ
り
ま
す
。
ふ
だ
ん
か
ら
隊
近
所

と
話
し
合
っ
て
お
き
、
い
ざ
と
い
う
と

き
は
一
致
協
力
し
て
消
火
に
努
め
る
こ

と
が
大
事
で
す
。

〈
癖
却
証
な
る
〉

を
抜
き
ま
す
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震度5

強震
地震の大きさ･強さ

地震そのものの大きさを表す単位

は「マグニチュード」で通常「M」

で表します。関東大地震はM7.9、

昭和53年の宮城県沖地震はM7.4でし

た。地震が起きたときには、 このM

の値や地震の起きた場所（震源） と

一緒に､｢震度」 も発表されます。 こ

の震度とは、地震が起きたときに、

ある場所て感じられた揺れの強さで

す。ですから、震度は、東京3、名

古屋1という具合に必ず地名付きで

発表されます。マグニチュードと震

度は全く別のものです。

壁
に
割
れ
目
が
は
い
り
、
墓
石
、
石
ど
う
ろ
う

が
倒
れ
た
り
、
煙
突
、
石
垣
な
ど
が
破
損
す
る

程
度
の
地
震
。

が
鋤
％
以
上
に

、
断
層
な
ど
存

る
。 は

鋤
％
以
下
で

生
じ
、
多
く
の

き
な
い
程
度
の｛

I
6

旧

Ｉ

山
く
ず
れ
が
起

'1

I11

1
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’日召和55年国勢調査

当
市
の
お
年
寄
り
（
六
十
歳
以
上
）
は
、
四
千
四

百
四
十
八
人
で
、
全
人
□
の
約
十
四
評
を
占
め
て
お

り
、
こ
の
割
合
は
、
今
後
ま
す
ま
す
増
え
る
も
の
と

み
ら
れ
ま
す
。

九
月
十
五
日
は
可
敬
老
の
日
Ｌ
で
す
。
健
康
に
十

分
注
意
し
、
張
り
の
あ
る
充
実
し
た
老
後
生
活
を
送

り
ま
し
ょ
う
。

男
女
そ
れ
ぞ
れ
長
寿
〃
高
萩
一
〃
の
お
一
一
人
に
長

寿
の
秘
訣
を
伺
っ
て
み
ま
し
た
。
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Ｆ
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Ｔ
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Ｆ
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叶
溌
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雫
砿
繩
鮮

酔
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一
へ
）

浅
田
さ
ん
は
市
内
の
最
高
齢
者
で
、
毎
日
を
規
則
正
し
い
日

課
に
そ
っ
て
過
し
て
お
ら
れ
る
。
朝
起
き
て
雨
戸
を
開
け
、
庭

の
植
木
に
水
を
や
る
。
高
齢
に
し
て
は
し
っ
か
り
と
し
た
足

腰
は
、
体
を
よ
く
動
か
す
こ
と
に
よ
り
維
持
さ
れ
て
い
る
ら
し

い
。
梅
干
し
を
か
か
さ
な
い
朝
食
が
終
る
と
、
新
聞
に
ゆ
っ
く

り
と
目
を
通
す
。
社
会
情
勢
、
世
相
に
詳
し
く
、
家
族
の
方
を

驚
か
す
ほ
ど
だ
と
い
う
。
食
べ
物
で
は
特
に
野
菜
が
好
き
で
、

嫌
い
な
も
の
は
な
く
、
い
つ
も
腹
八
分
目
。
酒
は
で
き
れ
ば
毎

日
飲
み
た
い
の
だ
が
、
今
は
一
日
お
き
に
一
合
弱
の
晩
酌
。

信
吉
さ
ん
の
お
だ
や
か
な
性
格
、
家
族
の
温
か
く
見
守
る
目

も
、
長
生
き
と
無
関
係
で
は
な
い
よ
う
で
す

浅
田
信
吉
さ
ん
卯
歳
Ⅱ
本
町

し
溝
箏鋸

毎
日
、
規
則
正
し
い
生
活

礎

’

蕊鐸

灘
’ §鍵

蕊
噂艶 磯

撰

鴬

鞆ﾔ…

蓉奪蕊溌

鴬
露
薄
慰
雷

罐軽 霧菅 ､ 、

蕊
』Z 蕊騨’ ＃'二鑿奮 : :十・ ． ‘･ぜ．

左から二人目が信吉さん

L 三

い
の
さ
ん
の
健
康
法
は
、
ラ
ジ
オ
体
操
と
マ
ッ
サ
ー
ジ

（
風
呂
場
で
体
を
強
く
こ
す
る
）
で
あ
る
。
野
菜
の
煮
物
、

酢
の
物
、
夏
み
か
ん
な
ど
が
好
き
で
、
ご
は
ん
は
一
杯
ず
つ

三
度
、
け
っ
し
て
暴
食
は
し
な
い
。
長
寿
の
秘
訣
は
、
適

度
の
運
動
と
や
は
り
腹
八
分
目
ら
し
い
。
毎
晩
飲
ん
で
い

る
小
さ
な
グ
ラ
ス
一
杯
の
ぶ
ど
う
酒
、
定
期
的
な
昼
寝
も

健
康
維
持
に
欠
か
せ
な
い
。
ま
た
、
頭
の
回
転
も
早
く
、

買
物
な
ど
に
行
く
と
、
店
の
人
よ
り
先
に
暗
算
で
計
算
し

ｑ
て
し
ま
う
と
い
う
。

今 鈴
木
い
の
さ
ん
船
歳
Ⅱ
上
手
綱

｜
計
一
蚤
、

臆
喰
切

蕊
驚
爵
欝

侭
動
訓
避
臘
沁
函
牌
且

を
取
り
ま
す
と
告
げ
る
と
、
急
い
で
服
を
着
替
え
、

整
え
、
ま
だ
ま
だ
気
も
若
い
方
で
し
た
。

議
認

識瀕瞳

蕊

灘？

蝋難き学蕊
課

’蕊 認
､ 《噸鎚

錨;

騨
張
路

鋤
鱗

灘識
癖

灘

薯

鍵
灘
雛

#灘 識

篝 懲鱗議
左 がし

驚

蕊

､のさん
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秋山小学校

新校舎が完■J成
…“鴬

ｰ、

「
ね
た
き
り
老
人
等
を
上
手
に
世
話

す
る
に
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
…
…
、
」

と
八
月
二
十
三
日
中
央
公
民
館
で
「
家

庭
介
護
」
の
実
技
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

自
分
の
家
庭
に
、
ね
た
き
り
老
人
等

か
い
る
主
婦
二
十
人
が
熱
心
に
指
導
を

受
け
ま
し
た
。

お
年
寄
り
の
身
に
な
っ
て
親
切
、
聞

き
上
手
、
そ
し
て
状
態
に
合
っ
た
世
話

を
す
れ
ば
、
お
互
い
に
信
頼
関
係
が
生

ま
れ
ま
す
。
主
婦
だ
け
に
負
担
が
か
か

ら
な
い
よ
う
、
家
族
全
員
で
世
話
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

ね
漁
ぎ
り
老
人
徳
溌
《

溌
溌
篭
豊
溌
謬
蕊
篭

ド

ド

」

ｒ

、

『

榊

設

僻

ｒ

凝

識

蝿

が

讃

」

の

実

技

鐺

導

ー

一
今
年
で
４
回
目
を
迎
え
る
高
萩
市
産

一
業
祭
が
、
次
の
日
ど
り
で
行
わ
れ
ま
す
。

一
市
内
で
生
産
さ
れ
る
食
料
品
、
日
用
雑

一
貨
お
よ
び
工
芸
品
な
ど
を
一
堂
に
集
め

一
て
展
示
、
即
売
を
し
ま
す
。

お
気
軽
に
御
参
加
く
だ
さ
い
・

一
○
開
催
の
日
ど
り

ｎ
月
別
日
（
土
）
と
即
日
（
日
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

○
会
場
高
萩
市
民
体
育
館

一
○
出
品
物

一
【
商
工
業
部
門
展
示
即
売
】

▽
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
製
造
販
売

一
業
者
と
し
、
出
品
物
は
、
市
内
で
生
産

一
さ
れ
る
商
品
一
般
と
し
ま
す
。

▽
出
品
を
希
望
す
る
方
は
、
出
品
申
し

込
み
書
を
９
月
鋤
日
（
木
）
ま
で
に
市

役
所
経
済
部
商
工
課
（
壷
③
２
１
１
１

内
線
２
５
９
）
ま
た
は
、
商
工
会
（
恋

②
２
５
０
１
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
農
業
部
門
】

▽
農
産
物
共
進
会

農
産
物
の
搬
一
人

皿
月
四
日
（
金
）
正
午
ま
で

審
査
は
四
日
（
金
）

午
後
１
時
か
ら

展
示
加
日
（
土
）

即
売
皿
日
（
日
）

午
後
３
時
か
ら

農
産
物
共
進
会
は
、
生
産
組
合
長
な

ど
を
通
じ
て
連
絡
し
ま
す
。

産
業
祭
に
驚
蕊
蕊
驚
》

蕊
出
品
物
を
ど
う
ぞ

(5)


